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な
知
識
の
向
上
と
学
び
直
し
を
す
る

こ
と
、②
社
会
参
加
に
役
立
て
る
こ

と
、③
受
講
生
相
互
の
交
流
を
図
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か
な
心
と
生
き

が
い
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

寿
大
学
50
周
年 

  
寿
大
学
で
豊
か
な
学
び
を

　

寿
大
学
は
、
生
涯
学
習
社
会
を
目

指
す
あ
き
る
野
市
に
お
け
る
公
民
館

生
涯
学
習
推
進
事
業
の
一
つ
で
す
。

　

生
涯
学
習

　

人
々
が
生
涯
に
行
う
あ
ら
ゆ
る
学

習
、
す
な
わ
ち
、
学
校
教
育
、
家
庭

教
育
、
社
会
教
育
、
文
化
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
企
業

内
教
育
、
趣
味
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

や
機
会
に
行
う
学
習
の
意
味
で
生
涯

学
習
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
々
が
生
涯
、
い
つ
で
も

自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
そ
の
成
果
が
適
切
に
評

価
さ
れ
る
社
会
を
指
す
も
の
と
し
て

「
生
涯
学
習
社
会
」
と
い
う
言
葉
も

用
い
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
教
育
基
本
法
第
3
条
に

は
、
生
涯
学
習
の
理
念
と
し
て
「
国

民
一
人
一
人
が
、
自
己
の
人
格
を
磨

き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
お
い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
実
現
が
図
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

寿
大
学
は

　

あ
き
る
野
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

の
市
民
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
講

座
は
無
料
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

会
　
場

　

秋
川
校
は
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
、

五
日
市
校
は
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
の
２
会
場
で

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
内
容

　

両
校
と
も
夏
休
み
を
除
い
た
４
月

中
旬
か
ら
11
月
ま
で
の
間
に
、
文
学
、

歴
史
、
科
学
、
芸
術
、
健
康
、
生
活
、

一
般
教
養
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
講
師

に
よ
る
講
義
講
座
と
、
開
講
式
、
閉

講
式
、
歌
舞
伎
鑑
賞
教
室
、
社
会
見

学
の
行
事
講
座
を
合
わ
せ
て
20
回
実

施
し
ま
す
。

　

寿
大
学
の
目
的

　

受
講
を
通
し
て
①
高
齢
者
の
新
た

　　

受
講
生
の
目
標

　

①
自
主
的
、
意
欲
的
な
学
習
を
し

て
新
た
な
知
識
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
学
び
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
も
の
と
す

る
と
と
も
に
、
人
に
伝
え
た
り
社
会

生
活
の
取
組
に
生
か
し
た
り
し
て
、

積
極
的
に
社
会
参
加
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
参
加
者
同
士
が
積
極
的
に
関
わ
り

合
っ
て
相
互
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

講
座
の
選
定

　

講
座
の
内
容
や
講
師
を
選
ぶ
に
当

た
っ
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
地

域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
推
進
で
す
。

受
講
生
が
意
欲
的
に
学
び
、
学
ぶ
楽

し
さ
を
味
わ
え
、
次
の
講
座
が
楽
し

み
だ
と
思
え
る
よ
う
な
内
容
や
講
師

を
選
定
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
内
容
や
あ
き
る
野
に
住
む

講
師
の
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
受
講
生
が
本
市
の
素
晴
ら
し

さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
郷
土
を
誇

り
に
思
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
生
の
募
集

　

毎
年
２
月
に
「
広
報
あ
き
る
野
」

や
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
講
生
は
、

希
望
す
れ
ば
継
続
し
て
受
講
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
受
講
生

　

秋
川
校
と
五
日
市
校
の
受
講
生
の

様
子
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

役
員
の
協
力

　

講
座
の
準
備
や
片
付
け
、
受
付
な

ど
講
座
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
、

役
員
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

寿
大
学
の
歴
史

　

寿
大
学
は
今
年
で
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。
昭
和
48
年
に
福
祉
会
館(

現

在
の
市
役
所
別
館)

を
使
用
し
て
98

人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
受
講
生
の
増
加
に
合
わ

せ
て
会
場
が
変
わ
り
ま
し
た
。
昭
和

50
年
か
ら
中
央
公
民
館
集
会
室
で
、

平
成
６
年
か
ら
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
、
あ
き
る

野
市
誕
生
後
、
秋
川
校
か
ら
五
日
市

校
が
独
立
し
、
平
成
13
年
か
ら
五
日

市
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
で
、
平
成
15
年

か
ら
は
五
日
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
で
、秋
川
校
は

平
成
16
年
か
ら
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル

を
使
い
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

寿
大
学
学
長　

宮
﨑
慶
一

　令和５年度　　　　  秋川校　　　　 五日市校
在 　 籍 　 数  745 人 149 人
新規入学生数 163 人 46 人
男 ： 女 比 率 221：524 41：108
平 均 年 齢 77.8 歳 78.1 歳
最高年齢受講生 95 歳  96 歳
69 歳 以 下 50 人  16 人
90 歳 以 上 14 人  7 人
平均受講継続年数 6.7 年  6.5 年
最高受講継続者 34 年  26 年

　

小
・
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
お
子

さ
ん
が
い
て
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
ご
家
庭
に
、
就
学
援
助
費
と
し
て

学
用
品
費
、
給
食
費
、
修
学
旅
行
費

な
ど
、
就
学
に
関
す
る
費
用
の
一
部

を
援
助
し
て
い
ま
す
。

○
支
給
対
象
者
（
次
の
①
②
の
両
方

　

に
該
当
す
る
方
）

①
令
和
５
年
度
に
あ
き
る
野
市
に
住

　

所
が
あ
る
、
ま
た
は
あ
き
る
野
市

　

立
小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・

　

生
徒
の
保
護
者

②
令
和
５
年
度
に
就
学
援
助
を
申
請

　

し
、
審
査
の
結
果
認
定
と
な
る
児

　

童
・
生
徒
の
保
護
者

※

対
象
に
な
る
か
迷
わ
れ
る
場
合
は
、

　

申
請
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
支
給
項
目

　

学
用
品
費
等
、
給
食
費
、
修
学
旅

行
費
、
校
外
活
動
費
の
一
部
、
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
、
医
療
費

※
学
年
に
よ
っ
て
支
給
項
目
及
び
支

給
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
支
給
時
期

・
１
学
期
分

　

令
和
５
年
９
月
29
日
（
金
）

・
２
学
期
分

　

令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）

・
３
学
期
分

　

令
和
６
年
３
月
29
日
（
金
）

○
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

令
和
５
年
度
就
学
援
助
費
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

必
要
書
類
を
添
え
て
窓
口
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

※

申
請
月
か
ら
の
認
定
と
な
り
ま
す

の
で
、
援
助
を
希
望
す
る
方
は
、
早

め
に
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

○
必
要
書
類

①
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

・
い
ず
れ
か
１
点
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
、
顔

　

写
真
の
あ
る
も
の
）

・
い
ず
れ
か
２
点
（
健
康
保
険
証
な

　

ど
、
氏
名
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

②
申
請
理
由
に
応
じ
た
添
付
書
類

※

申
請
す
る
理
由
に
よ
っ
て
、
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
知
ら
せ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書
・
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
３
月
ま
た
は
４
月
に
学

校
を
通
じ
て
児
童
・
生
徒
へ
配
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
窓

口
で
も
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。﹇

児
童
・
生
徒
数
﹈

令
和
５
年
５
月
１
日
現
在

・
児
童
数　

３
，
８
１
７
人

・
生
徒
数　

２
，
０
９
６
人

申
請
書
と
お
知
ら
せ
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
や
大
学
に
在
学
し
、
成
績
優

秀
で
あ
る
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
修

学
が
困
難
な
方
に
、
修
学
上
必
要
な

資
金
の
貸
付
け
を
し
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者
（
次
の
①
か
ら
③
の

　

全
て
に
該
当
す
る
方
）

①
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　

が
あ
る
方
の
子
弟
で
あ
る
こ
と

②
育
英
資
金
か
、
同
種
の
学
資
金
を

　

他
か
ら
借
り
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
次
の
全
て
の
条
件
に
該
当
す
る
連

　

帯
保
証
人
を
２
人
た
て
ら
れ
る
こ

　

と
・
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
住
所

　

が
あ
る
こ
と

・
一
定
の
職
業
を
持
っ
て
い
る
か
、

　

独
立
の
生
計
を
営
ん
で
い
る
こ
と

・
こ
の
育
英
資
金
に
つ
い
て
、
他
の

　

方
の
保
証
人
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

○
貸
付
金
額
（
月
額
）

①
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

　

修
学
校
高
等
課
程

　

１
万
５
千
円
以
内

②
大
学
、
専
修
学
校
専
門
課
程

　

３
万
５
千
円
以
内

○
償
還
期
間
な
ど

　

貸
付
期
間
が
終
了
し
た
月
の
翌
月

　

か
ら
10
年
以
内
に
年
賦
ま
た
は

　

月
賦
等
で
償
還
（
無
利
子
）

○
提
出
・
問
合
せ

　
　
　
　
　

教
育
総
務
課
学
務
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
９
１
３
）

育
英
資
金
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か


